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について調べた。さらに、その応用として天然物 heptaphyllineの全合成および teleocidin Bの合成研
究を行った。 
【マグネシウムアミドを用いる新規 7位置換インドリン合成法の開発】 
1. 新規 7位置換インドリン合成法の基質一般性 
 Mg(TMP)2·2LiClによる穏和なベンザイン生成法を見出すことで、ベンザインを経る環化と生じたアニオン
種の求電子剤による捕捉に成功し、様々な置換基を 7 位に有するインドリン合成に成功した１。本反応では、
Mg(TMP)2·2LiCl がベンザイン生成および、アニオン種 4 の安定化にきわめて有効であることが分かり、ハ
ロゲンやヒドロキシ基、アセチル基など様々な求電子剤のインドリン 7 位への導入に成功した。特に、アジド
基の導入に関しては、既存のアミド塩基である LiTMP を用いた場合と比較して、収率を大幅に改善するこ












 ベンザインを経る環化反応により、多置換カルバゾール 13 の構築に成功し、heptaphylline (14)の全合成
を達成した１。市販の 3 置換ベンゼン 8 に対し、ヨウ素化、鈴木-宮浦クロスカップリング、アルデヒドのアセタ
ール保護の 3 工程の変換により環化前駆体 11へ導いた。得られた 11 に対して、Mg(TMP)2·2LiCl を作用
させベンザインを経る環化反応と、銅への金属交換を経るプレニル基の導入、塩酸による脱アセタールをワ
ンポットで行い、多置換カルバゾール 13を得た。最後に、Boc基とメチルエーテル部位を同時に除去するこ
とにより、5工程、総収率 16%で heptaphylline (14)の全合成を達成した。 
 
2. Teleocidin Bの合成研究 
  Teleocidin B (17)の全合成に向けて、17の下部モデルである 3環性インドリン 15および部分構造に相







天然物 heptaphylline (14)の全合成および teleocidin B (17)の合成研究へ展開した。 
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